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   性への理解について 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 性の知識不足による，思わぬ妊娠や性被害 

⑴  性教育の取組 

 

 

⑵  妊娠・出産及び子育ての支援 

 

 

２ 性の尊重 

⑴  介護・支援における性の尊重 

 

 

⑵  性の自己決定，子どもを持つ権利の尊重 

 

 

３ その他 

 

 第１０回の議論を受けて，性への理解についての課題を，次のように整理した。 

①  性の知識不足による，思わぬ妊娠や性被害 

  → 適切な性教育 

  → 妊娠・出産及び子育ての支援 

② 性の尊重 

  → 介護・支援における性の尊重 

  → 性の自己決定，子どもを持つ権利の尊重 

 ③ その他 

      

  

【本日の議論の進め方】 

  課題ごとに，解決のために，どのような取組を行うべきかについて議論する。 
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